
 

 

 

 

 

 

第４の好運。田岡信夫氏・斧田大公望氏の市場占有率理論 

セミナー会社のＳＰＢに講師として勤めていた、田岡信夫先生と斧

田大公望先生の２人は、今説明した中原氏が講演用に使っていたテキ

ストと、奥村氏と林先生の本を読んだあと、オペレェイションズ・リ

サーチの本も購入しました。 

 

そのあと、第４章の戦略力学の中で説明されている、ランチェスタ

ー法則とゲーム理論を組み合わせて考え出した、「コープマンの戦略

モデル式」と出合いました。 

 

中原氏は経営のやり方には、強者の戦略と弱者の戦略の２種類があ

ると説明をしてはいたものの、「どのような条件」を確立すると強者

の戦略が実行できるかについて、この根拠をはっきりとは説明してい

なかったのです。 

 

そこで田岡先生と斧田先生の２人はコープマンの戦略モデル式を応

用し、市場占有率の数値が計算できないだろうかと考えたあと、1962

年の夏に、計算によって「41.7％」の数値を導き出しました。 

次にこの占有率を確保すると、実質上「市場の半数」を押さえたの

と同じになるので、41.7％を「相対的な独占値」と名付けています。 

 

それから１年後に、１位の最低条件となる26.1％を、さらに実質上

市場の全部を押さえたのと同じになるという、73.9％を導き出し、こ

れを「絶対的独占値」と名付けています。 

これにより、市場占有率の「３大数値」が完成しています。これは

経営界における「大発明」になるでしょう。 

 

私は1973年７月に田岡先生の講演を聞いてランチェスター法則と

出合ったあと「市場占有率と利益性」の間に、何らかの関係があるは

ずだと考え、上場企業の決算書をもとにしてこの研究を始めました。 

それから12年後に、従業員１人当たりの経常利益が、市場占有率

の２乗に比例することを見つけました。 

私にとっては大発見でした。 

 

①アメリカにはない市場占有率の数値 

アメリカでは、コトラーなどによるマーケティング理論を初めとし

て、Ｍ・ポーターの競争理論、さらにドラッカーの経営学などでは、

すべて市場占有を特別重視しています。ところが不思議なことに、１

位の会社が何％の占有率を確保するととりあえず安心でき、何％を押

さえるとはっきり安心できるという、市場占有率の数値を示してない

のです。 

 

それどころかドラッカーは、市場占有率で１位になると競争相手が

多くなるので、逆に利益性が悪くなるとさえ説明しています。どうや

らドラッカー先生、市場占有率と利益関係の実態調査をしなかったよ

うです。 
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アメリカのマーケティング理論や会計学、それにドラッカーの経営

学を「卸売」している、日本の経営学者やコンサルタントのほとんど

は、市場占有率の３大数値は「アメリカにないから」という理由で、

いまだに３大数値を認めてないのです。 

この人達はまるで「アメリカ経営教」の信者のようです。 

 

ちなみに経営コンサルタントの三谷宏治氏が、2013年に出版した

「経営戦略全史」で、これ迄に経営方法として考えられたものを「90

以上」も紹介していますが、ランチェスター経営戦略と市場占有率の

３大数値は紹介されていません。 

 

②ランチェスター戦略入門の出版でブームが発生 

田岡先生は1970年頃、セミナー会社のマーケティング協会で講演

をしていたとき、プログラムには入ってなかったが、ランチェスター

戦略の話をしました。ところが参加者のほとんどが、ランチェスター

戦略に関心を持って聞いたそうです。 

 

そのあとセミナー会社との話し合いで、ランチェスター戦略をメイ

ンにしたセミナーを開いたら多くの参加者があったので、同じ内容の

セミナーを何回か開きました。 

 この話を聞いたビジネス社から田岡先生に、「このテーマで本を出

版してみないか」との話しがありました。こうして1972年 12月

に、ビジネス社から出版されたのが、「ランチェスター戦略入門」の

本だったのです。 

 

この本がとても多く売れたので、２冊目として市場参入戦略、３冊

目としてテリトリー戦略など、５冊シリーズの本が発売されてベスト

セラーになりました。 

さらに田岡先生は講演がとても上手であったことも加わり、このと

きにランチェスター戦略のブームが起きています。 

 

このように、田岡先生と斧田先生による市場占有率３大数値の計算

と、田岡先生の出版と講演が「第４の好運」となり、ランチェスター

戦略が大企業はもちろん、中小企業の社長の間でも広く知られるよう

になったのです。 

 

ちなみに田岡先生と斧田先生の２人は、ランチェスター戦略の研究

者としては第２世代になります。 

（完） 
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